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■“船ありき”で勝負

　―　有望な投資先は何か。

　「今は投資に動く時期ではない

と考えているので、当面は何もす

るつもりはない。ドライバルク市

況が好調に推移してきたので、当

社に４隻あるインデックスリンク

型用船契約の船である程度稼ぐこ

とができた。もしマーケットが下

がれば稼げなくなる半面、安く船

が買えるので市況下落は投資のチ

ャンスになる。一方、マーケット

が上がったら船価が下がらずに投

資はしにくいが、インデックスリ

ンクの船が稼いでくれる。上がっ

ても下がってもどちらにもチャン

スがある経営ができている。むし

ろ今のような状況の時は社内環境

の整備に時間とお金をかけるチャ

ンスとみている」

　―　基本的には船価が安い

時にしか動かないのか。

　「安い時に仕込むというよりも適

正価格で仕込むという考え方だ。

もちろん、安ければ安いに越した

ことはないが、適正価格の新造船

や中古船に投資していくイメージ

を持っている。当社も2隻程船価

が若干高めの時に仕込んだ船もあ

るが、その分用船料も高いので、

しっかりとした用船者と契約して

いれば海運不況時にも減額要請は

なく、用船期間終了時には償還が

進んでいる。海運バブル時に建造

した船価高の船では、海外用船者

などからの用船料減額要請などが

あって多くの日本の船主が苦労し

た。当社の船価高の船ではこうし

た事態は発生しなかった。自分は

必ず相手の会社を訪問してから、

自分で納得したうえで契約する事

を心掛けている。用船先と会わず

して後で後悔はしたくない。よく

ある失敗例は、この用船者は信用

できるという仲介者の言葉を信じ、

実際に会いに行かないで決めてし

まうことだ。高い船で高い用船料

であっても、ここなら支払いを続

けられるという用船者とはお付き

合いしている。今のところはその

やり方で失敗はない」

　―　現在の船隊規模は。

　「５万6000重量トン型以上のハ

ンディマックス９隻、チップ船１

隻、自動車船４隻だが、今後もハ

ンディマックスに集中したいと考

えている。なぜかといえば、ハン

ディマックスは世界中に荷物があ

るからだ。日本海運は昔から“荷

物ありき”だが、船主の立場から

考えた場合は“船ありき”が正し

いと思う。当社のインデックスリ

ンクの船も先に仕込んで、それか

ら用船を付けている。私が船あり

きというのは、それが世界の海運

業のスタンダードだからだ。当社

の船に対して用船料を提示してく

れる用船者の中から、オペレータ

ーとしてプライドを持ってしっか

りやっているところを選んで一緒

にやっていきたい。船会社である

以上、用船者に選んでもらうだけ

ではなく、こちらからも選ばない

といけない。国内外を問わず用船

者と対等な取引関係を構築できれ

ば、日本の船主もビジネスチャン

スを広げることが出来ると考えて

いる」

　「私は2010年頃から欧州の用船

者のところに行って話をしている

が、武器があるのとないのとでは

全然違う。武器と言うのは、近い

将来フリーになる船のことで、そ

ういうものがあると皆さんの興味

の示し方が違ってくる。この船は

来年に契約が切れるとか、新造船

を仕込んだけど使ってくれるかと

いう話をすると、向こうも興味を

持って身を乗り出してくる。だか

らこそ船ありきで、先に船を仕込

まないといけない。日本の海運業

界の仕組みを変え、グローバルス

タンダードにシフトしていかない

と生き残っていけない。少し乱暴

な例えになるかもしれないが、ア

スリートがオリンピックに出場す

るには世界の標準記録を突破しな
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ければならない。標準記録を突破

出来た者だけが世界と同じフィー

ルドで戦えるチャンスを与えられ

る。この業界で言えば、いつまで

も用船者から仕事を与えて貰うだ

けでは、この海運業界から取り残

されるだけでなく、七つの海から

出ていく選択しか残されないので

はないか」

■中古船に魅力あり

　―　投資先として新造船、中

古船のどちらに関心があるのか。

　「それはどちらでも構わない。た

だ、中古船は持ち主がどのような

船舶管理を行っていたかがポイン

トになる。きちんとした船舶管理

会社を起用して管理を行っている

場合もあり、必ずしも船舶管理を

外注している船がだめというわけ

ではないが、いずれにしても船を

大事にする船舶管理を行っていな

い人の船は買いたくない」

　―　隻数の目標は。

　「隻数の拘りはないが、船舶管

理をきちんとやっていきたいので、

自社で管理できる隻数にとどめた

い。船舶管理の質を維持する面

でも今後はハンディマックスに特

化していきたい。最近はコロナ禍

でなかなか中国のドックに船を持

って行けない。日本でドックを確

保するのは大変だし、コストも倍

以上かかるが、当社の社員には船

会社が船にお金をかけるのは当た

り前、コスト増になっても構わな

いからきちんと整備してくれと言

っている。今後も船会社として当

たり前のことを当たり前にやって、

身の丈に合った経営をしていきた

い」

　「当社の社員は船舶管理、総

務・経理、営業も含めて皆、責任

感が強い。私が経営に専念できる

のは社員のお陰だと思っているの

で、皆に気持ちよく働いてもらう

環境を整えていきたい。当社の船

はここ10年間ほとんど止まってい

ないが、事故やトラブルが起きる

可能性は常にあるので、その時は

誠意をもって迅速に対応していき

たい。トラブルが起こった時には、

全社員一丸となって皆で１つのト

ラブル対応に取り組んでおり、そ

れが一番誇れるところだ」

　―　環境対応についてはどう

考えているか。

　「地球温暖化防止は大切だが、

その前に我々船会社は自分たちの

フィールドである海を油濁事故な

どを起こして汚さないことが大事。

それができて始めて地球温暖化防

止に参加できると考えており、安

全が第一の環境対応であることを

肝に銘じている」

　―　今後の船価の見通しは。

　「船価が高止まりするとは見て

いない。上がったものは必ず下が

る。破格値で購入するチャンスは

中古船にあると思う。実際、一昨

年に買った中古船は船齢が若くて

も安く買えた。今は様子見だが、

船価動向を常に注視している。た

だ、償却資産確保のための発注や

買船はやるべきではなく、当たり

前のことだが、利益が出たら税金

を払えばいい。たしかに税率が高

くないに越したことはないが、そ

ういった税金がインフラ整備や被

災地の復興支援金、新型コロナ

対策の財源になる。この国で生ま

れて、この国で教育を受けて育っ

たのだから、この国の将来のため

に税金を払うのは当たり前だ。本

業のことを考えるよりも税金の計

算ばかりしているチマチマした商

売人になるつもりもない。償却資

産確保のために発注が目的化して

しまうと、輸送需要や船員の供給

キャパシティ以上に船が増えてし

まうことにもつながる。その結果、

力量不足の船員が増えて事故・ト

ラブルの原因となっている。皆が

目先の利益を追いかけて船会社本

来の役割を忘れると、結局誰も利

益を得られないということになり

かねない。当社は船会社である以

上、海上輸送で国際社会に貢献し、

利益が出たら頑張ってくれた社員

に還元し、生まれ育ったこの国の

将来のために納税する。この商人

の原理原則だけは守っていく」

（聞き手：中村直樹、深澤義仁）

（５月１日）

▽海務グループチーム長＜船長＞（Ｎ
ＹＫ　ＬＮＧシップマネージメント＜東
京＞＜船長＞）岡本二郎

▽GAZOCEAN SAS＜マルセイユ＞＜船長
＞（海務グループチーム長＜船長＞）

三河　上

▽海上＜船長＞（NYK BULKSHIP＜ASIA
＞PTE. LTD.＜シンガポール＞＜船長＞）
戸上康雄

▽海上＜船長＞（日本海洋科学＜川崎
＞＜船長＞）佐々木政人

▽ＮＹＫ　ＬＮＧシップマネージメント
＜東京＞＜船長＞（海上＜船長＞）竹
内稔二

▽海務グループ調査役＜機関長＞（NYK 
SHIPMANAGEMENT PTE LTD＜シンガポー
ル＞＜機関長＞）木村幸一郎

　オーステッドは21日、台湾の大

彰化洋上風力発電所が発電を開始

したと発表した。今回発電を開始

したのは総発電容量900ＭＷの洋

上風力発電プロジェクト「大彰化

１＆２ａ」で、彰化沖35～ 60kmの

地点に位置し、シーメンス・ガメ

サ製の風車111基を使用している。

　オーステッドは台湾で複数の洋

上風力プロジェクトを展開してお

り、台湾初の商用規模の洋上風力

発電所「フォルモサ１」を運転し

ているほか、総発電容量920ＭＷ

の「大彰化２ｂ＆４」の開発を進

めている。また、２カ所のプロジ

ェクトで環境アセスメントを開始

している。


